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昨
今
の
異
常
気
象
の
世
界
的
な
増
加
等
を
背
景
と

し
て
、
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
は
、
ま
す
ま
す
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
に
国
連
で

採
択
さ
れ
た
気
候
変
動
対
策
の
国
際
枠
組
み
「
パ
リ

協
定
」
は
、
今
世
紀
後
半
に
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
と
吸
収
の
バ
ラ
ン
ス（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
）を
達
成
す
る
こ
と
を
、
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
６
月
に
日
本
政
府

が
閣
議
決
定
し
た
「
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
成
長
戦
略

と
し
て
の
長
期
戦
略
」
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
主
導
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
脱
炭
素
社
会
、
す
な
わ

ち
パ
リ
協
定
の
掲
げ
る
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
、

今
世
紀
後
半
の
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
す
る
と
の

ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
経
団
連
は
６
月
８
日
、
企
業
等

に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
脱
炭
素
社
会
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
す
べ
く
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
ゼ
ロ（
チ
ャ
レ
ン
ジ 

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）」
の
開
始
を
発
表
し
た
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」気

候
変
動
対
策
に
お
け
る 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

　

気
候
変
動
問
題
は
、
今
や
「
気
候
危
機
」
と
も
呼

ば
れ
る
よ
う
に
、
切
迫
感
を
持
っ
た
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
大

幅
削
減
の
鍵
を
握
る
の
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

そ
の
主
た
る
担
い
手
は
民
間
企
業
で
あ
る
。
脱
炭
素

社
会
へ
の
挑
戦
は
重
要
な
経
営
課
題
で
あ
り
、
持
続

的
な
企
業
価
値
向
上
に
向
け
て
必
須
の
条
件
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
主
導
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
通
じ
た
社
会
課
題
の
解
決
は
、
経
団
連
が
掲

げ
る
「Society 5.0 for SD

Gs
」
の
中
核
と
な
る

コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、経
団
連
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ・ゼ
ロ
」構
想
を

打
ち
出
し
、日
本
政
府
と
連
携
し
な
が
ら
、脱
炭
素
社

会
に
向
け
て
企
業
等（
業
界
団
体
・
関
係
機
関
を
含

む
）が
挑
戦
し
て
い
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し
す

る
と
と
も
に
、
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

２
０
１
９
年
12
月
以
来
、
中
西
会
長
に
よ
る
記
者

会
見
や
、
同
月
に
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
催

さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
25

回
締
約
国
会
議
）会
場
で
の
経
団
連
主
催
サ
イ
ド
イ

─
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
脱
炭
素
社
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
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ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」構
想

の
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
国
内
外
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、
会
員
企
業
・
団
体
に
参
加
を
募
っ
て
き
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
宣
言
と 

３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
に
参
加
す
る
企
業
・
団
体

は
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
果

敢
に
挑
戦
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
宣
言
」
に
賛

同
す
る
と
と
も
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
具

が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術
で
は
な
い
も
の
の
、
世
界
全
体

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
削
減
に
資
す
る
も
の
で
、

脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
に
必
要
と
な
る
「
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
技
術
」
や
、
脱
炭
素
社
会
を
支
え
る
「
適

応
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
技
術
」の
開
発
も
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
ゼ
ロ
」
に
お
け
る
ア
ク
シ
ョ
ン
の
対
象
と
な
る
。

　

第
２
に
、
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
技
術
等
の
積
極
的
な
社
会
実
装
と
普
及
で
あ
る
。

　

第
３
に
、
金
融
機
関
等
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
企
業
に
対
す
る
積
極
的
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス（
投
融

資
等
）で
あ
る
。

特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の 

企
業
等
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
公
表

　

経
団
連
は
、
会
員
企
業
に
対
し
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ゼ
ロ
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
結
果
、
１
３
７
の

企
業
・
団
体
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
宣
言
」
に
賛

同
し
、
３
０
５
の
野
心
的
か
つ
幅
広
い
分
野
に
わ
た

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

あ
わ
せ
て
、地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構（
Ｒ
Ｉ

Ｔ
Ｅ
）の
協
力
を
得
て
、こ
れ
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
社
会
実
装
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
脱
炭
素
社
会
へ

の
パ
ス
を
試
算
し
、
パ
リ
協
定
が
目
指
す
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
へ
の
１
つ
の
絵
姿
を
描
い
た
。

　

こ
の
絵
姿
か
ら
は
、
従
前
か
ら
日
本
が
強
み
を
有

す
る
省
エ
ネ
技
術
は
も
と
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

原
子
力
、
水
素
、
蓄
電
池
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
、

グ
リ
ー
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
／
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
、
今
回
寄
せ
ら
れ
た
多
様
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
早
期
に
開
発
し
実
装
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
読
み
取
れ
る
。

　

参
加
企
業
・
団
体
の
一
覧
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事

例
、総
合
的
絵
姿
な
ど
に
つ
い
て
は
、６
月
８
日
に
公

表
し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
特
設
サ
イ
ト
に
お
い

て
公
開
し
て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
ご
高
覧
い
た
だ
き
た
い
。

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
の
早
期
実
現
に
向
け
て

　

経
団
連
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
を
政
府
と

連
携
し
な
が
ら
強
力
に
推
進
し
、
各
主
体
が
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
競
い
合
う
「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
」
を
起

こ
す
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
呼
び
込
み
や
、
異

業
種
・
同
業
種
・
産
学
官
で
の
多
様
な
連
携
を
促
す

こ
と
で
、
パ
リ
協
定
の
掲
げ
る
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
の
早

期
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
経
済
産
業
省
が
７
月
７
日
に
公
表
し
た

「
ゼ
ロ
エ
ミ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」（
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
企
業
を
リ

ス
ト
化
し
、
国
内
外
に
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

な
ど
と
連
携
し
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
に
取
り
組

む
企
業
の
官
民
一
体
で
の
効
果
的
な
発
信
や
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

引
き
続
き
、
参
加
企
業
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
募
り
、

業
界
を
超
え
、
日
本
政
府
と
連
携
し
な
が
ら
、「
チ

ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
を
さ
ら
に
大
き
な
動
き
と
し
て

い
き
た
い
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
へ
の
新
規
参
加
や
、
事
例
の
追
加
・

更
新
希
望
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
特
設
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
の
お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：

https://w
w
w
.challenge-zero.jp/

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

を
公
表
す
る
。

　

第
１
に
、「
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
技
術
」
の
開
発

で
あ
る
。
こ
れ
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
技
術
で
あ
り
、

例
え
ば
、
水
素
、
蓄

電
池
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ

ム
、
Ｅ
Ｖ（
電
気
自

動
車
）・
Ｆ
Ｃ
Ｖ（
燃

料
電
池
車
）、
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ（
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・

利
用
技
術
）／
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
、

と
い
っ
た
技
術
分
野
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参加企業等

参加企業等
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図表　「チャレンジ・ゼロ」を通じたESG投資の呼び込みや連携促進のイメージ
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